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大峡区総会議事録

平成22年 11月20日〈土〉 19時 10分から21時32分まで
延岡市大峡町大峡公民館

出席会員獄 45名〈総会員鍛82名〉 その他委任状提出者 14名
第1号議案平成22年度大峡区の活動経過報告について
第2号議案役員改選についてく平成23年度役員の選出〉
第3号議案公民館建設の状況について
第4号議案大峡区の法人化及び規約改正について
第5号議案その他

( 1 ）総会の成立
区長熊本興利男氏が、本日の大峡町区総会の成立を告げた後、挨拶を行った。

(2）議長及び書記選出

続いて議長及び書記の選出に移り、全員から区長一任との発言があり、区長より、議長に

a・・・E記、書記旧・・・E氏を候補者として諮ったところ、全員異議なく同意された。
(3）会議議暑名蓄の指名

続いて議事録署名人の選出が行われ、．圃・氏と温・E氏が指名された。
(4）第1号議案平成22年度大峡区の活動経過報告について
区長、公民館長、上組組長〈道路清婦担当〉、下組組長〈神社祭事担当〉より、それぞれの

活動経過報告が行われ、京認された。

(5）第2号議案役員改選について〈平成23年度役員の選出〉
ます、－区長の改選については、出席者より現区長の再任を求める発言があり、議長が出席

者の賛意を確認したところ、全員異議がなかっだため、現区長に意向を確認した。

現区長ち会員の意志を鑑み、そのことを了京し、再任が震認された。

。区長熊本興利男氏

次に、公民館長の改選については、選挙の方法について、議長より、役員において候補者

を挙げてもらい、その中で投票・決定することを諮ったところ、異議がなかったため、その

ように決定。役員からの候補者と投票結果は以下のとおり。

投票総鍛45票
うち有刻投票44票
無刻投票 1票
有刻投票中

中島保氏 2.0票
三輪孝典氏 1 5票
熊本新二氏 9票

よって、以下の蓄を当選人と決定した。

。公民館長申島保氏

次に、会計の改選については、選挙の方法について、議長より、役員において候補者を挙

げてもらい、その中で投票・決定することを諮ったところ、異議がなかったため、そのよう

に決定。役員からの候補者と投票結果は以下のとおり。

投票総叡45票
うち有刻投票45票
無効投票なし

有効投蚕

26票
氏 12票
氏 7票

よって、以下の者を当選人と決定した。

。会計 a・・E 氏
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次に、各組長の改選については、各組ト十」~者の申でE選が行われ、以下のとおり決定した。
。上組組長〈神社祭事担当

。下組組長〈道路清掃担当兼務〉 圃・・E氏
次に、伝令の改選！こコいては、各組内輸番両るため、以下の者とすることで決定した。

。上組伝令・・E典氏

。II ・・・E氏
。下組伝令 a・・・E支〈旧中組〉。II －史（ II ) 
。 II ．．．．氏〈旧下組〉。II －氏（ II ) 

(6）第3号議案公民館建設の状況について

公民館建設委員会咽・・E氏より、公民館建てかえについての現況報告〈規模及び資金
計画等〉が行われた。『 ~ 

報告後の質疑はなく、報告は京認されたo, / 

(7）第4号議案大峡区の地縁団体認可申請及び規約改正について／
区長より、趣旨説明が行われたところ、全員異議なく京認された。

〈改正内容は別紙のとおり〉

(8）第5号議案その他
・広域農道開通に伴う道路標識設置と街灯設置に関する要望があり、区長より、今後、関

係機関との調整を行っていきたいとの回答がなされた。

・町内放送が聞こえづらい〈広島正利氏宅倍近〉との意見が出され、公民館長より、今後、

業者と相鎖し、対応を考えていきたいとの回答がなされた。

・竹谷神社駐車場下の側溝段差は解消されたのかとの質問があり、区長より、市で苅応し

てもらう予定だが、まだ整備力T実施されていなし1状況にあるとの回答がなされた。
－神楽保容会より、里神楽お礼及び来年正月の神楽奉納後に獅子舞への協力依頼が行われ

た。

・区長より、 11月28日に東海コミュニティセンターにでミ石内医師の講話が予定され
ているとの案内が行われた。

議長より、以上をもって本総会の議事のすべての審議が議了した旨が告げられ閉会。

この議事録が正確であることを証するため、議長及び書記並びに区長がここに署名押印する。

平成22年／斗月／日

議長

会議録署名人

会議録署名人



平成22年11月20日提出

大峡区総会議案

【議題】

公民館建てかえに伴う地縁団体〈法人化〉申請及び規則の改正について

【改正の理由】

近年、所有する不動産〈建物〉に闘しては、代表者変更などによるトラブルち

多いことから、現在は、法人格が認められた自治会等の名義で不動産登記が可能

r ！となっています。
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また、今回の建てかえは、財団法人自治総合センターの補助事業を受けること

が前提で、その揚合、建設終了後は同団体に対して提出する資料の一つに建物登

記簿謄本の提出が義務づけられていますが、現在、公民館の保評登記を行う際は、

認可されだ地縁団体でしか行うことができません。

そのため、大峡町についても、建てかえ予定の公民館については、登記手続き

において、地縁団体〈法人化〉として認可されだ「大峡区」として建物を保信登

記することが必要ですので、今回、認可申請に向けた手続きを進めることについ

て、本日の総会で、京認を受けだいと考えます。

なお、主な改正ポイントについては、以下のとおりです。

〈主な改正ポイント〉

① 区の公民館建てかえ後の建物保容登記に必要なため、延岡市に苅レ、本区

を地縁団体として認可申請したいと思います。

② 認可申請にあだっては、各種申請書類の中に、区の規約も提出する必要が

ありますが、この規約については、延岡市の標準規約例を参考にするほうが、

手続き上ち支障が少ないと考えられるので、現在の規則〈「大峡町町内会規

則」〉を規約〈「大峡区規約」〉として名称等の変更を行し1だいと思います。

〈※条文に関する主な改正内容については裏面記載〉



〔条文における主な改正内容〕

( 1 ) 現在の規則内容は基本的にそのままとし、認可申請にあたって必要と

考えられる条文を加えていくものとする。ただし、現規則においても、条

項の移動が必要な点に関しては、所要の改正を行うこととする。

(2) 現在の「規則」を「規約」と改めます。〈表題〉

(3) 名称の「大峡町町内会」を「大峡区」と改めます。〈区の名称、条文中〉

(4) 区域〈大峡町 7338番地～7989番地〉を定めます。

(5) 事務所を現在の公民館の揚所に定めます。

(6) 区への入会に闘し、現規則の「3ヶ月以内に加入する」との文言を削

除します。 ｜ 笥

(7) 役員の名称について、「書記会計」を「会計」に、また、「会計監査」

を「監事」に、それぞれ改めます。

(8) 総会における区長の招集について、「遅くとも5目前までに通知するこ

と」と定めます。

(9) 委任状に関する現在の取扱いを条文化します。

(10) 総会議事録に闘し、記載する事項や会議録署名者を規定します。

( 11) 役員会の役割、招集等に関する事項を条文化します。

(12) 区における資産〈収入〉の構成を条文化すます。

※ 改正する規約では資産区分項目を「財産目録資産」「区費」「活動 l、
収入」「資産果実収入」「その他収入」とします。なお、現在、規則

に定めてある「寄付金」「臨時徴収金」「延岡学園高校負担金 25,000

円／年」については、今後、「その他の収入」に含めることになり

ます。

(13) 申請が認可された後、区の規約改正については、総会で総区民の4分

の3以上の議決を得、かつ延岡市長の認可を受けなければ、変更でき

なくなります。

本議案について、承認が得られれば、今後すみやかに認可申請手続きに

着手したいと考えます。


